
特長４
「学校楽しぃーと」と併せて使うと

児童生徒理解が深まる！

■『ＳＮＳをめぐるトラブル』
備えの意識

■『ＳＮＳをめぐるトラブル』
発生後の対処の意識

■『ＳＮＳ利用のやり取り』
親和性

■『即レス』
悩み・負担感

■『やり取りをする関係性』
悩み・負担感

「SNSチェックシート」

友達との関係

教師との関係

学習意欲

自己肯定感

学級集団に
おける適応感

心身の状態

「学校楽しぃーと」

特長１
SNSの利用の実態が分かる！

鹿児島県総合教育センター

特長３

前回の回答と比較できる！

特長２
心理状態を客観的に読み取れる！

・毎日利用

・平日は２時間以上の利用

・使い始めて１年～２年

・SNSのグループ数は
１～10グループ

・SNSのメンバーは
ほとんど学校内のメンバー

メッセージのやり取りを
なかなか終わらせること
ができないで悩んでいる。

５月

10月

トラブルを起こさないように
気を付けるようになった

多面的に分析

中学2年生

自分が送信した
メッセージに対す
る反応がないこと
で悩んでいる。

知らないところで自分のこと
についてメッセージのやり取
りをしているのではないかと
心配になっている。

新たな質問紙を開発しました。
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【　ＳＮＳの利用実態　】

（３） ＳＮＳを使い始めてからの経験年月

１回目調査 ２回目調査

（２）

（１） ＳＮＳ（メールやチャット）の利用状況

平日にＳＮＳを利用する時間

２年以上１～２年

ほぼ毎日使う ほぼ毎日使う

１～２時間未満 ２時間以上

グループチャットはしない 21グループ以上

学校内のメンバーは半
分より少ない

学校内のメンバーは半
分より多い

（４）

（５）

普段，利用しているＳＮＳのメンバー

普段，利用しているＳＮＳの学校内のメンバー

「SNSチェックシート」とは？

SNSの利用状況と，ルールや負担感などの心理状態を５つの観点から
客観的に把握できる質問紙です。

「SNSチェックシート」の期待される効果とは？

的確なアセスメント 支援力の向上 指導・支援の体制の充実

学校不適応の未然防止，早期発見，早期対応に役立つ

「SNSチェックシート」で分かる利用状況とは？

「１週間当たりの利用日数」，「平日の利用時間」，「経験年月」，

「グループ数」，「SNSのメンバー（学校内が多いか，学校外が多いか）」

について分かります。個人の回答結果を表している「個票」では，下図の

ように１回目と２回目が示されます。

■ 的確なアセスメント（児童生徒理解）ができる。

■ SNSの影響を受けている児童生徒に対する教師の支援力の向上に

役立つ。

■ 組織的・計画的な指導・支援の体制をより充実させることができる。

以上のようなことが考えられ，このことが学校不適応の未然防止や早期

発見，早期対応に役立つと期待されます。



0%

20%

40%

60%

80%

100%

１回目

２回目

■「ＳＮＳをめぐるトラブル」への
備えの意識

気をつけている

（※低いほど「気をつけていない」状態）

■「ＳＮＳをめぐるトラブル」への
発生後の対処の意識

気をつけている

（※低いほど「気をつけていない」状態）

■「ＳＮＳ利用のやり取り」の
親和性

全く思わない

（※低いほど「とても思う」状態）

全く思わない

■「即レス」の
悩み・負担感

（※低いほど「とても思う」状態）

全く思わない

■「やり取りをする相手との関係性」の
悩み・負担感

（※低いほど「とても思う」状態）

 SNSの相手を過剰に気を
遣っているため，自分の
考えや気持ちを伝えられ
ずに苦痛を感じる，相手
の本当の気持ちや考えを
確認できないために悩ん
でいるといった心理状態
を把握できます。

「SNSチェックシート」で把握できる心理状態とは？

「SNSチェックシート」では，15項目の質問から５つの観点について

の心理状態をグラフで視覚的に把握できます。

 SNSの相手に不快な感情を抱かせないよ
うに，すぐに返信をしなければならない
といった思いが強いために，チェックや
返信が気になって苦しみ悩んでいる心理
状態を把握できます。

 SNSのやり取りをすることで互いの気
持ちの理解やつながりは深まり，友達
との関係がより親密になれると思って
いる心理状態を把握できます。

 SNSでのトラブルを，直
接，気持ちを伝えたり，
親や教師に相談したりし
て，解決しようとする意
識の状態を把握できま
す。

 SNSでのトラブルを起こさ
ないように相手の立場を気
遣い，関係性が悪化しない
ように備える意識の状態を
把握できます。

15項目の質問に対する回答も１回目と２回目を比較できます。



友達との関係

教師との関係

学習意欲

自己肯定感

学級集団に
おける適応感

心身の状態

■「ＳＮＳをめぐるトラブル」
備えの意識

■「ＳＮＳをめぐるトラブル」
発生後の対処の意識

■「ＳＮＳ利用のやり取り」
親和性

■「即レス」
悩み・負担感

■「やり取りをする関係性」
悩み・負担感

先生，「SNSチェックシート」から「やり取
りをする関係性」と「即レス」の悩み・負担
感があることが分かります。このことが低い
状態に関係しているかもしれませんね。

「SNSチェックシート」の入手はこちらから

「学校楽しぃーと」と併用した有効な使い方とは？

「学校楽しぃーと」の結果と「SNSチェックシート」の結果を併せて

分析することで，児童生徒をより多面的に理解でき，指導・支援のアプ

ローチを具体的に考えられるようになります。

「学校楽しぃーと」から
Ａさんは「心身の状態」
と「学習意欲」が低い状
態にあることが分かる。

「学校楽しぃーと」・「SNSチェックシート」の結果は，教職員が
複数でアセスメントをすることにより，多面的な理解を深めることが
できます。
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「SNSチェックシート」は，平成29年

度以降の教育相談課主催講座や移動講座

の研修で取り扱っていきます。また，活

用と分析方法等についての校内研修の支

援も受け付けますので御連絡ください。
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